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1 はじめに

コンテントオリエンティッド符号化は，各コンテンツ
の信号特性を考慮に入れた符号化である．自然画像と合
成画像はコンテンツの特性からみれば，それぞれ別々の
性質を持っている．MPEGに代表されるDCTを基本と
した符号化方式が広く利用されているが，これらの符号
化方式はアニメーション画像に代表される人工画に対し
て最適化されていない [1]．この様なあらゆるコンテンツ
に対して一意の符号化方式を適用する方法は，コンテン
ツサービスプロバイダ・サービス利用者双方に様々な簡
便性を提供する一方で，符号化効率の観点からはコンテ
ントオリエンティッド符号化より劣る．したがって，こ
の簡便性を保ちつつ，コンテントオリエンティッド符号
化を実現することが可能ならば，より豊かなサービスを
提供可能となる．本稿では，コンテントオリエンティッ
ド符号化を実現する為のシステムを提案する．

2 Decoder Downloadable System

2.1 必要性

コンテントオリエンティッド符号化実現のためには，新
たな符号化方式の開発だけでなく，それらを実装したデ
コーダをいかに配信するかということを考慮に入れる必
要がある．インターネットストリーミングの分野 [2]に
おいては，新たな符号化方式に対応する為に，Plug-inと
いう機構を提供している．しかし，これらの機構をイン
ターネット上のみならず，放送などの分野に拡張し，コ
ンテントオリエンティッド符号化を実現するためには，表
1に示す機能が要求される．

表 1 要求される機能

要求機能 従来提供済み
新しいデコーダの提供 ○

オートデコーダダウンロード ○
コンテンツ間の連続再生 ×

オートデコーダダウンロード + 連続再生 ×

我々が提案する Decoder Downloadable System では，
表 1において従来提供されてない機能の提供を目指して
いる．

2.2 システムアーキテクチャ

2.2.1 処理要求
コンテンツを連続再生する制約条件下では，各コンテ
ンツに最適なデコーダをメディア再生以前にダウンロー
ドしておく必要がある．そのためには，デコーダをコン
テンツと共に配信するのではなく，柔軟なスケジューリ
ングを基にダウンロード処理を実現する必要がある．

2.2.2 システム構成及び処理手順
システム構成図及びシステムの処理手順を図 1に示す．
具体的な処理手順は以下の様に行う (図 1の (1)から

(4)がそれぞれの処理に対応している)．
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図 1 システム構成図・処理手順

(1) ダウンロード処理のスケジューリングを決定する際に
利用する情報を取得する．クライアントシステムのス
ケジューラは，Information serverにあるコンテンツ
情報を解析し，クライアント側にデコーダが存在確認
を行う．

(2) デコーダが存在しない場合，Information server に対
して最適なデコーダがどこに存在するかデコーダ情
報を問い合わせる．

(3) Information serverは，デコーダ情報を検索し，クラ
イアントに返す．

(4) Decoder information には，デコーダの URI が含ま
れている．クライアントは何時ダウンロードを始め
れば良いかスケジューリングを行いながら，Decoder
serverよりデコーダをダウンロードする．

2.3 連続再生実現の為の課題
コンテンツの連続再生を実現するためには，配信モデ

ル毎に様々な要因が絡んでいる．コンテンツ切り替え間
で遅延が発生する原因を，次に示す．それぞれデコーダ
を十分に保存しておくだけの記憶容量が用意されている
か否かで場合分けしている．
(1) Internet streaming(Pull型)

(a) PC等 (記憶容量大)
初期化遅延，ネットワーク遅延，バッファ遅延，
デコーダ切り替え遅延

(b) 携帯端末等 (記憶容量小)
初期化遅延，ネットワーク遅延，バッファ遅延，
デコーダ切り替え遅延，デコーダダウンロード
遅延

(2) Internet streaming(Push型)
(a) PC等 (記憶容量大)
初期化遅延，ネットワーク遅延，バッファ遅延，
デコーダ切り替え遅延

(b) 携帯端末等 (記憶容量小)
初期化遅延，ネットワーク遅延，バッファ遅延，
デコーダ切り替え遅延，デコーダダウンロード
遅延



(3) Broadcast(放送型)

(a) PC等 (記憶容量大)
デコーダ切り替え遅延

(b) 携帯端末等 (記憶容量小)
デコーダ切り替え遅延，デコーダダウンロード
遅延

それぞれの遅延は次の通りである．
• 初期化遅延 サーバがセッションを提供するまでに要
する遅延

• ネットワーク遅延 コンテンツが配信されてからクラ
イアントまで到達するのに要する遅延

• バッファ遅延 インターネットにおけるジッタを吸収
する為のバッファに蓄えるのに要する遅延

• デコーダ切り替え遅延 コンテンツにあわせてデコー
ダを変更するのに要する遅延

• デコーダダウンロード遅延 デコーダをダウンロード
するのに要する遅延
コンテントオリエンティッド符号化環境下において連
続再生を実現する為には，以上の遅延を考慮しなければ
ならない．

3 Flexible decoder
3.1 デコーダダウンロード時間削減
デコーダダウンロード時間は，コンテンツ間の連続再
生を実現する上で 1つの問題である．その解決手法とし
て，デコーダ単位ではなく，デコーダを構成する機能単
位で交換できる仕組みの提供が求められる．デコーダ間
で機能を共有化することで，ダウンロードしなければな
らないデコーダファイルサイズ量を削減し，デコーダダ
ウンロード時間を減少させることが可能である．

3.2 デコーダ構成
デコーダのモジュール化を図るためには，再利用性が向
上するように機能分離する必要がある．デコーダ構成の
分離については Syntax Parsing (シンタックス解析部)，
Data Restorer (データ復元部)，Image Reconstruction
(イメージ構成部)の 3つの処理に分離する方法が提案さ
れている [4]．この方法では，シンタックスが変更された
場合は Syntax Parsing，復号アルゴリズムが変更された
場合は Image Reconstructionを個別に更新すれば良く，
柔軟なデコーダを開発できる．

3.3 MSDL-Sコンパイラ
MSDL-S[5]のコンパイラの例としてとして，Flavor[6]
があるが，現在一般に開発されているこれらのプログラ
ムはシンタックス解析部に対応したソースコードだけが
生成される．したがって，MSDL-Sを用いてデコーダを
設計する場合，生成されたコードに対して，独自にデー
タ復号処理を追加する必要がある．しかし，これにより
シンタックス解析部とデータ復元部とのインターフェー
スが独自に定義されてしまい，シンタックス解析部を他
のデコーダから共有化することが不可能となる．

3.4 Flexible Decoder作成手法
シンタックス解析部とデータ復元部のインターフェー
スを一意に定めるには，コンパイル時にシンタックス解析
部とデータ復号処理部間のインターフェースを生成する
ようにコンパイラを改善する．すなわち，MSDL-Sを単
にシンタックス解析モジュールのためだけでなく，デー

タ復元部のインターフェースを定義する IDL(Interface
definition language)として利用する．

MSDL-Sでは，関連した情報の集まりである 1つの層
を 1つの classとして定義する．Flavorでは class毎に対
応したC++/Javaにおけるシンタックス解析モジュール
を生成する．したがって，データ復元部も各層に対応す
るように生成される (図 2)．
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図 2 Compiler model for Flexible decoder
この時，デコーダ開発者は既に符号化で使用したアル
ゴリズムに対応したイメージ構成部が提供されている場
合，それを利用してデータ復元部を作成する．もし，提
供していない場合は各自アルゴリズムに対応したイメー
ジ構成部モジュールを提供する．

3.5 問題点
上記手法を適応することで，データ復元部に実際のデ

コード処理でなく，検索システムのアルゴリズムを記述
すれば，デコーダと検索システムで同じシンタックス解
析モジュールの共有化が実現できる．
問題点として上記枠組みだけでは実時間処理を記述で

きない点が挙げられる．実際のデコーディング処理はメ
ディア同期などの実時間処理を考慮に入れなければなら
ない．そのためには，低レベルシステムを用意し，そこ
から呼び出す API(フレーム出力等)を一意に決定してお
く方法が考えられる．
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図 3 実時間処理の導入

4 まとめ
コンテントオリエンティッド符号化実現のためのシステ

ムとして，Decoder Downloadable System を提案した．
また，コンテンツ間の連続性実現の為の問題点について
指摘し，デコーダダウンロードに要する遅延削減を目的
として，Flexible decoder のデコーダ構成法について述
べた．
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